
シャボン膜，シャボン玉，結晶の数学と応用

九州大学名誉教授

小磯 深幸

 本稿は，日本数学会 2025 年度秋季総合分科会の市民講演会（名古屋大学，9 月 20

日）において，筆者が表題のタイトルで行った講演の記録である． 

シャボン膜の数理モデルは極小曲面と呼ばれ，面積極小，あるいは，曲面の曲がり

具合を表す量の一つである平均曲率が至る所零であるという特徴がある．そのため，

極小曲面は，種々の界面現象・相対論におけるブラックホールの記述や軽量で安定な

ものづくり等に利用されている．本講演では，このような極小曲面の数理と応用をご

紹介し，より一般的な数学概念であるシャボン玉の数理モデル（平均曲率一定曲面．

CMC 曲面と略記）に触れた．さらに，CMC 曲面よりも一般の数学概念を与える結晶の

数理モデルについて，その基本的な考え方や CMC 曲面とは異なる性質，建築物のデザ

インへの応用を紹介した．

以下は，市民講演会で使用したスライドに，当日聴衆の皆様からいただいた御質問

を踏まえて少し加筆し，また，一部の図の差し替えや現在研究中の事柄の削除などを

行ったものである． 
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Hayakawa - Hayashi – Jikumaru – Koiso – Kumagai, Anisotropic 
mean curvature flow for generating discrete surfaces with 
orientation-based area distribution (

)
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